




　小山の報告(1957)以来,数々の乳児の栄養法の違いによる発育.発達,各種の

疾病罹患状況の比較・検討が行われている。それ等の結果は,何れも母乳栄養

が人工および混合栄養にまさる結論になっている。しかし何れの報告も調査方

法(Retrospective study が多い)観察期間(断面調査によるものが多い),対照

群のとり方,また調査対象数及び対象集団のあいまいさ等々において問題がな

いわけではない。


